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【症例】64歳男性.89年より冠撃縮性狭心症.高ImF-EI

で当村通院.93年春より下腿浮腫､93年12月しい1低Kln

症 (3.1mEqL)が出現.94年6月PRA52ngml.llt-,

血症を認めた.画像診断で腎病変は認めず,腎血流シソ

チや腎静脈採血でも左右差な く予腎動脈 DSA でも有

意狭窄はなかった.95年 7月浮腫,起坐呼吸,胸水が出

現し入院 スピロノラクトンにて消失 した.入院時 PRA,

PACとも高値であったが漸減 し2遇後をこは正常化した.

【考察】本例では経過中 Remin産生腫虜は検出できな

かった. 1年以上明らかをこ高 PRA血症が持続 してい

たをこもかかわらず自然に正常化 した槻序は不明であった.

射 食塩 負荷 をこよる食後血糖の増強 (第≡報)
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【t_]的】我 ヤは,炭水化物と同時に経lj摂取 した食塩

が胃排出時間を短縮することを報告 した.今回は,α-

グルヨシダ…ゼ阻害剤が上記反応をこ影響を及ぼすかどう

かに-1いて検討 した.【方法】鰹常 人12名(･こ,早朝空腹

時に 2OOkcalL')流動試験食を飲用させ超音波断層法で

胃排出時間を測定 した.この際のダルコ-ス,イソスリ

ソ,モチリンの血中濃度 も経特約に測定 した.同様の検

査を食塩 5gを加えた試験食を周いて施行 した.さら

に acal･bosc11OOmgを試験開始直前に服用させ.食塩

を添加 した試験食を用いて同様の検査を施行 した.【結

果】食塩を加えた試験食は加えないものに比 して着意に

胃排出時間を短縮させ,血糖上昇面積も増大させた.aear-

boseによる前処置をした場合は胃排出時間に影響を及

シダーゼ阻害剤は,胃運動をこ影響を与えずをこ食塩の食後

血糖増強反応を減弱させることが判明した.

5)農期生存率曲線よりみた甲状腺癌の生命予
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当院では癌患者LT)I_i二死追跡率は IOOO｡である.我 々は

経過の長い甲状腺癌の生命予後田子を探るため,術後長

期生存率曲線を分析 した.し対象および方法)対象は 1991

年甲状腺外科検討会の基準で絶織を確診 した現7例で,

乳頭癌では性別,年齢,組織所見で分顕 し 累積生存率

曲線,一部相対生存率を作成 し,logrank法で有意差

検定を行い,多変量解析で検討 した.(結果)組織型別

生存率曲線では乳頭癌 (l()年81.500).液胞癌 (10年 45.1

%),未分化癌 (10年0%)の順で有意をこ くp<0.㈱oュ)チ

後良好であった.乳頭癌では男性が女性をこ比 し,予後不

良で,年齢では唾5歳未満が有意をこ良好であった.遠隔転

移例も予後不良で.組織所見では低分化癌.甲状腺被膜

外浸潤をきた した ex2症例が予後不良であった.乳頭

癌で生命予後の関与の度合いを Coxの比例-ザ- ドモ

デ′Lで解析する上 年齢 LRR32.61,遠隔転移 (RR13.0).

甲状腺被膜外浸潤 (liR3.9㌦ 分化度 しRRl.8㌦ 性別

(RRl.8)n順で関与 していた.
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原発性アル ドステロソ症は,内分泌性高血圧症として

頻度が高 く,運慶の摘出をこより,血圧が正常化 し得る疾

患ではあるが,術後 も30-400｡pの症例で高血圧が持続す

るこLtr_が知L､-れている.今回､我 々は,術後も血圧LT)二I

ントu--1ルが不良で.一年後に脳内出血を併発 した症例

を経験 した.(症例149才女一件.低K血症,血汗(.')I-Lン

トロール不良のため,緒豊泉院.内分泌学的検査で,商

r,I/しトス:i-｢コ./-'. 低しニン活性血症あり.画像診断で.

両側iこ瞳壕性病変.副腎 tIン+および静脈サンプりング

検査などより,右副腎のアル ドステロン産生腰癌,左副

腎L7)非機能性膝壕と診断 し,右副腎摘出,左副腎の生検

術施行.目刺翌1右副腎腺睦および結節惟病変,左副腎


